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平成 22 年 3 月期第 1 四半期決算概要 

（対象期間：平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 6 月 30 日） 
 
（１）損益の状況【連結】 

                            （単位：百万円） 

 22 年 3 月期 
第 1 四半期 

21 年 3 月期 
第 1 四半期 

前年同四半期比

経 常 収 益 6,628 6,536 92
経 常 利 益 908 △2,231 3,139
第 1 四半期純利益 706 △2,333 3,039

 
経常利益は、国債等債券関連費用が大幅に減少したことから、前年同期比 31 億 39 百

万円増加し 9 億 8 百万円となり、四半期純利益も前年同期比 30 億 39 百万円増加し 7 億
6 百万円となりました。 

 
 
（２）預金・貸出金の状況【連結】 

預金残高は、個人預金および公金預金が増加したことを主な要因としまして、平成 21
年 3 月末比 454 億円増加して 1 兆 588 億円となりました。また、譲渡性預金を含む総預
金残高は 1 兆 1,163 億円となりました。 

貸出金残高は、依然不透明な県内景況を背景に企業の資金需要が低迷する一方で地公
体の需資が好調で、平成 21 年 3 月末比 3 億円増加して 6,955 億円となりました。 

 
 

（３）金融再生法開示債権の状況【単体】 
                             （単位：億円） 

 21 年 6 月末 20 年 6 月末 前年同月末比 

破 産 更 生 債 権 等 58 53 5

危 険 債 権 164 288 △124

要 管 理 債 権 91 155 △64

再生法開示債権計 314 497 △183

総与信に対する比率 4.5％ 6.9％ △2.4 ﾎﾟｲﾝﾄ

 
  平成 21 年 6 月末の金融再生法開示債権額は、前年同月末比 183 億円減少し、開示債権

比率は同 2.4 ポイント改善いたしました。 
 
 

なお、平成 21 年 5 月 15 日に、平成 22 年 3 月期通期業績予想を公表しておりますが、現
時点においてこの予想に変更はありません。 

以 上 
 


